
内
閣
衆
質
一
六
四
第
七
三
号

平
成
十
八
年
二
月
二
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
千
島
列
島
の
範
囲
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
八
年
二
月
二
十
四
日
受
領

答

弁

第

七

三

号



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
千
島
列
島
の
範
囲
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

日
本
国
と
の
平
和
条
約
（
昭
和
二
十
七
年
条
約
第
五
号
。
以
下
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
」
と
い
う
。
）
に
い
う

千
島
列
島
と
は
、
我
が
国
が
ロ
シ
ア
と
の
間
に
結
ん
だ
千
八
百
五
十
五
年
の
日
魯
通
好
条
約
及
び
千
八
百
七
十
五
年
の
樺
太

・
千
島
交
換
条
約
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ウ
ル
ッ
プ
島
以
北
の
島
々
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹

島
及
び
歯
舞
群
島
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
国
後
、
択
捉
の
両
島
に
つ
き
「
南
千
島
」
な
い
し
「
千
島
南
部
」
と
言
及
し
た
例

が
見
ら
れ
る
こ
と
と
、
千
島
列
島
の
範
囲
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
例
え
ば
、
昭
和
三
十
一
年
二
月
十
一
日
の
政
府

統
一
見
解
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
両
島
が
、
樺
太
・
千
島
交
換
条
約
に
基
づ
く
交
換
の
対
象
た
る
千
島
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

な
か
っ
た
こ
と
、
及
び
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に
い
う
千
島
列
島
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
外
務
省
作
成
冊
子
『
わ
れ
ら
の
北
方
領
土
―
二
〇
〇
四
年
版
―
』
に
お
け
る
重

要
事
項
の
削
除
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
七
年
十
月
二
十
一
日
内
閣
衆
質
一
六
三
第
一
六
号
）
の
十
四
及

び
十
五
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
「
日
露
間
領
土
問
題
の
歴
史
に
関
す
る
日
本
国
外
務
省
と
ロ
シ
ア
連
邦
外
務
省
の
共

一



同
作
成
資
料
集
」は
、
我
が
国
及
び
ロ
シ
ア
連
邦
の
国
民
が
両
国
間
の
領
土
問
題
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
一
助
と
し
て
、

両
国
の
外
務
省
が
共
同
で
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
重
要
な
資
料
集
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
答
弁
は
、
昭
和
二
十
六
年
十
月
十
九
日
の
衆
議
院
平
和
条
約
及
び
日
米
安
全
保
障
条
約
特
別
委
員
会
に
お
け
る

西
村
熊
雄
政
府
委
員
（
外
務
省
条
約
局
長
）
の
答
弁
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

事
実
関
係
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

二


